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傍聴者数 １９人

会議次第

１開 会

２挨拶

３依頼状交付

４自己紹介

５議事

(1)会長の互選

(2)副会長の指名

(3)協議会の運営について

会議公開等について

(4)保育検討協議会資料等の説明について

(5)次回日程の確認

６閉会

発言内容．

発言者名（主な

発言要旨）

別紙のとおり

会議結果 ５議事
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(1)会長の互選

(2)副会長の指名

(3)協議会の運営について

会議公開等について

(4)保育検討協議会資料等の説明について

(5)次回日程の確認

平成２７年７月２３日（木）１９時３０分から開催する

こととした。
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○佐久間部長

ｒ～

○市長

第１回小金井市保育検討協議会会議録

開 会

ただいまから、第１回小金井市保育検討協議会を開会させていただきますｂ

本日はお忙しい中、また、お疲れのところご参集賜りまして、まことにありがとうございま

すｂ

私は、本年４月１日付で子ども家庭部長を拝命いたしました佐久間と申しますｂどうぞよろ

しくお願いいたしますｂ

それでは、本日、机上に配付をさせていただいてございます次第に従いまして進めてまいり

たいと思いますｂ本来であれば会議の議事進行は会長が行うところでございますが、本日は第

１回目の会議でございますので、会長が決まるまでの間、私が進行を務めさせていただきますも

会長を決定後は会長に進行をお願いいたしますので、ご了承いただきますようよろしくお願い

申し上げますｂ

また、本日は、会長からお出しすべき会議の開催通知を市長から差し上げておりますので、

あわせてご了承いただきたいと存じますｂ

まず初めに、市長からご挨拶を申し上げますｂよろしくお願いいたしますｂ

皆さん、こんばんは。ただいまご指名をいただきました市長の稲葉でございますｂ

皆様方におかれましては、小金井市保育検討協議会の委員を快くお引き受けをいただきまし

て、まことにありがとうございますｂちょっと順序が逆になってしまうんですけど、私の挨拶

の後で辞令を交付させていただきますけど、もう交付したものと思ってお聞きをいただきたい

なと思っておりますｂ皆様には、この委員を快くお受けいただいたことを感謝申し上げますも

また、本日は大変お忙しい中の出席を賜り、心から厚く御礼を申し上げますｂ

さて、本市では、平成２２年３月にのびゆくこどもプラン小金井を策定し、待機児の解消、

保育施策の充実など、子どもの育ちや子育て支援施策を総合的に推進してまいりました。本年

４月に施行されました子ども・子育て支援新制度のもと、本年度からの５年間を計画期間とす

るのびゆくこどもプラン小金井仔ども・子育て支援事業計画）を改定をいたしました。この

事業計画に基づき、子ども・子育て支援新制度への積極的な対応を図り、子どもたちに必要な

施策、保護者の方々の子育てを支援する施策を的確に把握し、着実な事業計画の推進を図る必

要がありますｂ

こうした中で、大きく変化していく子ども・子育てに係る環境や多様化する保育ニーズ、本

市の厳しい財政事情など、さまざまな課題が山積する中、子どもたちの笑顔があふれ、保護者

の方々が子育てを楽しいと思えるよう、子どもたちの育ちや子育てを支援するため、本市の保
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○佐久間部長

○市長

○石黒委員

○市長

グ

育行政のあり方、方向性について検討が急務となっているところでありますｂ

委員の皆様におかれましては、公立、民間保育所、それぞれの役割分担のあり方、効率的か

つ効果的保育所の管理運営など、保育行政全般につきまして貴重なご意見やご指導を賜ります

ようお願い申し上げますｂ

以上をもちまして、小金井市保育検討協議会開会に当たりましての私からの挨拶とさせてい

ただきますｂどうぞよろしくお願いいたしますも

それでは、市長から依頼状の交付を行いますも

依頼状を交付させていただきますので、よろしくお願いいたしますｂ

石黒めぐみ様。小金井市保育検討協議会委員の就任を依頼する。任期、平成２７年６月２９

日から平成２７年１２月３１日までも平成２７年６月２９日。小金井市長、稲葉孝彦ｂ

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

よろしくお願いいたしますｂ

石原久枝様。小金井市保育検討協議会委員の就任を依頼する。以下同文でございますので、

省略させていただきますｂ

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

大塚和彦様。小金井市保育検討協議会委員の就任を依頼する。以下同文でございますので、

省略させていただきますｂ

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

加藤吉和様。小金井市保育検討協議会委員の就任を依頼する。以下同文でございますので、

省略させていただきますｂ

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

長岡好様。小金井市保育検討協議会委員の就任を依頼する。以下同文でございますので、省

略させていただきますｂ

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

真木千毒子様。小金井市保育検討協議会委員の就任を依頼する。以下同文でございますので、

省略させていただきますｂ

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

三橋誠様。小金井市保育検討協議会委員の就任を依頼する。以下同文でございますので､省

略させていただきますｂ

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

師岡章様｡小金井市保育検討協議会委員の就任を依頼する。以下同文でございますので、省

略させていただきます６
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○市長

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

八下田友恵様。小金井市保育検討協議会委員の就任を依頼する。以下同文でございますので、

省略させていただきます８

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

○佐久間部長以上で依頼状の交付を終了させていただきます６

次に、資料２に書いてございます小金井市保育検討協議会委員名簿がございますが、そちら

をお配りさせていただいておりますｂお名前、所属等間違いがないかどうかご確認をいま一度

お願いできますでしょう力もよろしいで-勅も

それでは、本日は初回の会議でございますので、委員の皆様方に自己紹介をお願いしたいと

思いますも自己紹介の順番につきましては、五十音順に仮にご着席をしていただいております

ので、恐れ入りますが、この順番でお願いしたいと思いますｂご紹介の際に委員名簿の一番左

側の番号がついてございますので、そちらを言っていただくとわかりやすいかなと思うので、

申しわけございません。それもつけ加えて自己紹介をお願いしたいと思いますも

それでは、八下田委員からお願いいたしますも

○八下田委員４番の公立保育園運営協議会代表選出区分の八下田友恵と申しますｂよろしくお願いいたし

ますｂ

小金井保育園に子どもを通わせておりまして、年中と１歳のクラスに子どもが２人おりますｂ

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

○佐久間部長では、師岡委員、お願いいたしますｂ

○師岡委員名簿の番号でいいますと１番になりますも小平市にございます白梅学園大学の師岡と申しま

すｂ専門は保育､幼児教育学ですｂその立場から微力ですが小金井市のために少しでも役立つ、

そんな働きができればと思っておりますｂどうぞよろしくお願いいたしますも

○佐久間部長それでは、三橋委員、お願いいたしますｂ

○三橋委員私、３番になりますｂ八下田さんと同じで公立保育園運営協議会の委員の代表としまして本

日参加させていただきます三橋誠と申しますｂよろしくお願いいたしますｂ

○佐久間部長お願いいたしますｂ

○真木委員初めまして。番号6番の東京学芸の森保育園の真木千毒子と申しますｂよろしくお願いいた

しますｂ

私、住まいは小平でして、小金井のことが全くわからないんですけれども、保育の世界に４

ｏ年近くおりますｂ何か勉強をいろいろと学ばせていただこうと思いますｂよろしくお願いい

たします６
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o佐久間部景よろしくお願いいたします。
長岡委員、お願いいたしますｂ

○長岡委員番号は５番になりますも民間保育園園長会代表としまして、こむぎ保育園の長岡好と申しま

すｂこの会に何かお役に立てることがありましたらと思いまして、出席させていただきました。

どうぞよろしくお願いいたしますｂ

○佐久間部長よろしくお願いいたしますｂ

加藤委員、お願いいたしますも

○加藤委員こんばんI主番号2番の鎌倉女子大学の加藤と申しますｂ専門は児童臨床心理学､家族臨床

心理学になりますｂもともと東京都の児童相談所の虫児童相談センターで治療的な課に所属

しまして仕事しておりました。娘が新宿区の保健指導の関係をしてますｂ子育て支援、マルト

リートメントの状態にあるその子たちの支援、何かできましたらと思いまして参加させていた

だきました。どうぞよろしくお願いいたしますｂ

○佐久間部長よろしくお願いいたしますも

では、大塚委員、お願いいたしますも'

○大塚委員番号９番の公募で委員になりました大塚でございますｂ私、現在、保育関係のことはかかわ

っておりませんけども、私、孫が２人おりまして、２人とも小金井市ではないんですけど、近

隣の市の保育園に通っているんですｂそういうことで、間接的には保護者といいますか、準保

護者のような状況にあるわけですｂ個人的な事情はさておいて、やはり子育てとか保育という

のが国にとっても自治体にとっても非常に将来にわたって重要な課題であるというふうに認識

しておりますｂ小金井市のこれからのあり方ですね、そういうことの議論に参加させていただ

けばありがたいと思っていますｂひとつよろしくお願いいたしますｂ

○佐久間部長よろしくお願いいたしますｂ

石原委員、お願いいたしますｂ

○石原委員７番の福祉サービス障がい者（児）事業者代表としてまいりましたかがわ工房の石原と申し

ますｂかがわ工房は雲住社が運営する成人の知的障がい者の生活介護事業所ですも雲住社が運

営する事号漣斤の中には、賀川学園、小金井市児童発達支援センターきらり、愛の園保育園等々

ございますｂ私も今現在はかがわ工房で勤めているところなんで-勅§、以前は賀川学園で長く

指導員をしていた経験もございますｂこの会、ちょっと久しぶりの保育ということで、お子さ

んの分野に来たんですけれども、何かお役に立てることがあればと思いまして、どうぞよろし

くお願いいたしますｂ

○佐久間部長よろしくお願いいたします６

○佐久間部長では、石黒委員、お願いいたします６
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○石黒委員８番の公募市民の石黒めぐみと申しますｂ主婦で３人の子どもを、３番目が２０歳になりま

したので、本当に子育てが一段落したところではありますが、自分が働いていたときには、上

の子が公立の保育園、下の子が入れなくって民間の保育ママさんのところに預けて苦労した覚

えもありますｂまた、今、近所のお子さんたちのお母さんで苦労しているお母さんも身近にい

るんですけれども、そういう現状とともに一番大事な保育園の機関に質ということもすごく大

事じゃないかなと思って、そういういろんなことを勉強させていただきたいと思いまして参加

させていただきました。よろしくお願いいたしますｂ

○佐久間部長よろしくお願いいたしますｂ

ありがとうございました。

‐それでは、続きまして、事務局職員の紹介をさせていただきますｂ

小金井市保育検討協議会の事務局につきましては､子ども家庭部保育課で担当をさせていた

だきますｂ

私は、先ほど紹介をさせていただきました子ども家庭部長の佐久間でございますもよろしく

お願いいたしますも

では、事務局のほう、自己紹介をお願いいたしますｂ

ｏ鈴木課長保育課長の鈴木と申しますｂよろしくお願いしますｂ

ｏ藤井課長補佐保育課長補佐の藤井と申しますｂどうぞよろしくお願いいたしますｂ

ｏ前島園長くりのみ保育園の園長の前島と申しますｂよろしくお願いしますｂ

ｏ海野園長」ﾅやき保育園の園長の海野ですｂよろしくお願いしますｂ

ｏ佐久間部長以上で、委員の自己紹介及び事務局の紹介を終了させていただきますｂ

なお、今後の会議につきましては、必要に応じまして関係職員が出席をいたしますので、ご

了承いただきたいと存じます廿

これより、議事に入らせていただきますｂ

まず、次第をごらんいただきますも議事の('陰長の互選を議題といたします６

本協議会につきましては、本日が初回となっておりますので、会長がまだ決まってございま

せんｂ資料１の小金井市保育検討協議会設置要綱第４条第１項の規定によりまして、会長の選

出は委員の互選によるものとされておりますｂしたがいまして、ただいまから会長の互選を行

いますｂ

会長の選出方法につきまして、いかがいたしましょう力もどなたかご意見は。

三橋委員

○三橋委員もし特に皆さんのご意見がよろしいようでしたらですけれども、指名推選という形でいかが

かというところなんですけども。

○佐久間部長ただいま指名推選でというご発言がございました。会長の互選について指名推選するという
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ことでご異議はございませんでしょう力も

○大塚委員指名もあれで･姉§、こういう全体にかかわる会議なので、私、学識経験者はそういう経験と

かいろいろと見識が深い方おられるんで、その中から取りまとめの会長さんやっていただきた

いと思うんですけども

○佐久間部長ありがとうございますｂご意見をいただきました。

今のご意見も含めまして、この中で学識の経験者の方お二人いらっしゃいますので、一応指

名推選という形でお願いしたいと思いますｂ‐

どなたかご推薦をお願いできますでしょうか。

三橋委員

○三橋委員今、大塚委員のほうからもお話ありましたし、あるいはこの分野専門でもいらつしやるとい

うことなので、師岡先生にもしよろしければやっていただければと思いますけども、いかがで

しょうか。

○佐久間部長ただいま師岡委員を会長にとご推薦をいただきました。師岡委員を会長に選出することにご

異議はございませんでしょうか。よろしいですか。

ご異議なしと認めまして、師岡委員に会長をお願いすることと決定をいたしました。

新しく会長に選出されました師岡会長から、こちらの席にお移りいただきまして、就任のご

挨拶をお願いしたいと思いますｂ

○師岡会長

では、皆様、改めまして、師岡ですｂただいまご指名いただきました。本当に微力で、力不足

．な人間であり、余り自信はありませんｂただ、学生時代、２年ばかり小金井市の前原町に住ん

でいたことがございまして、それなりに親近感は持っているつもりでもおりますｂ先ほども自

．己紹介させていただきましたが、保育､幼児教育に多少なりともかかわってきた人間ですので、

ご指名ということもございますので、精いっぱい務めさせていただきたいと思いますｂ

ただ、繰り返しになりますが、本当に微力な人間ですので、皆様にご協力いただかなければ

議事も進んでまいらないと思いますｂどうぞご協力のほどよろしくお願いいたしますｂそして、

ご一緒に小金井市の子どもさん、や保護者保育者の方々の幸せに向けて、少しでも実りのある

ものが示せるよう、一緒に考えていただければというふうに思いますｂあわせてよろしくお願

いいたします６（拍手）

○佐久間部長ありがとうございました。

会長が選出をされましたので、私の職務はこれで終了とさせていただきますも

以後、会議の進行につきましては、会長のもとで進むことになりますｂ

ご協力ありがとうございました。

それではず会長のほうでよろしくお願いいたします６
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○師岡会長

○三橋副会長

○師岡会長

○佐久間部長

では、議事のほうを進めてまいりたいと思いますｂ

次第にございますとおり、２番の議事は副会長の指名ということでございますも副会長の指

名に関しましては、先ほども佐久間部長より示していただいた本検討協議会の設置要綱ですか、

そちらの第４条第３項の規定によりまして、会長が指名するということになっておりますｂし

たがいまして、私のほうから指名させていただいて、ご承認いただければと思いますが、よろ

しいでしょう力も

それでは､名簿のほうにございますとおり、長く保護者としても小金井市の保育園のあり方

を協議されてきた小金井市の公立保育園運営協議会の共同委員長をお務めの三橋委員を指名さ

せていただきたいと思いますけれども、いかがでしょう力もよろしいで-勅も

では、ご異議ございませんので、三橋委員に副会長をお願いすることとしますｂよろしくお

願いいたしますも．

それでは、副会長もこちら席でご挨拶お願いできますでしょうか。

改めまして、三橋と申しますｂどうぞよろしくお願いしますｂ

私、先ほどの自己紹介ではお話しできなかったんですけども、４人の娘がおりまして、上は

高校生、下は保育園５歳児になりますbほかに小学生と中学生ということで、それぞれのとこ

ろに通ってはいるんですけども、小金井市に住んで１０年ですｂその１０年の歴史がそのまま

保育園の歴史という形になってまして、保育園生活の中でいろんな方にお世話になり、また、

勉強させていただいていますｂその中で、いろいろと役職とかも務めさせていただいて、父母

会会長ですとか小金井市公立保育園の父母会の集まりで五園連という５つの保育園の会がある

のですが、そこの代表をやらせていただいたりとか、あるいは、今、公立保育園運営協議会の

共同委員長などもさせていただいていますｂ

ただ、そういった形で保育のことずつとやってきてはいるんですけれども、一方で、保育だ

けのことだけではなくて、小金井市全体のことも含めた議論をするという中で、僕自身そうい

った視点で対応してきたというか､議論をしてきましたし、また今回で審議会委員等の就任が

６つ目なんですけども、子ども関係以外のことですとごみ処理施設の建設場所の検討委員会で

すとか、あるいは市の最上位計画の長期計画審議会ですとか、あるいは東小金井北口のまちづ

くりの事業用地に関する審議会ですとか、そういったところもいろいろと務めさせていただい

て、いずれもこういった事務局みたいな形で畠桧長ないしは共同委員長としてやらせていただ

いていますｂそれらの経験を活かして本当に微力ですけど、あくまでも本当に一市民という形

ではありますが、会長をサポートするような形でやっていきたいと思いますので､どうぞよろ

しくお願いいたしますｂ（拍手）

ありがとうございました。

会長、すみませんｂちょっと事務局から。

－９－
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○市長

○佐久間部長

○師岡会長

○鈴木課長

○師岡会長

○師岡会長

申しわけございませんが、市長が所用のためここで退席をさせていただきますｂよろしくお

願いいたします６

きょうの協議の結果は後で報告を受けることになっておりますｂどうぞよろしくお願いいた

しますｂ

ありがとうございました。

では、会長、副会長決まりましたので、次に、委員の席次を決めたいと思いますｂ

現在は五十音順で仮の席次ということになっておりますけれども、特にご異議がないようで

したらば、この五十音順でこの席次、今後続けたいと思いますけれども、いかがでしょう力も

よろしいでしょうか。

それでは次回以降もこの席次で進行させていただければと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたしますｂ

それでは、議事に従い進行をいたしますｂ

次に、議事の３番目、協議会の運営について議題といたしますｂ

では、この点について、事務局のほうから説明をお願いします６

保育課長です６

１点目は、会議の公開についてですｂ

会議の公開につきましては、小金井市市民参加条例第６条第１項で、市の会議は原則として

公開すると規定されていますｂこの協議会は傍聴可とし、また、会議録を公開することといた

したいと思いますｂ

それから会議録についてですｂ

会議録の作成のため録音をとらせていただいておりますが、会議録は全文記録とし、発言者

の氏名を記載したいと考えておりますが、いかがでしょう力も

皆様、いかがでしょう力も

（「異議なし」の声あり）

よろしいです脱

では、いま一度繰り返しますけれども、傍聴についてはこれを認めることとし、会議録につ

いては全文記録並びに発言者の氏名を記載ということで確認をいたしますｂありがとうござい

ました。

では、以上で議事の３番目、協議会の運営についてを終了いたします６

次に、議事の４番目、保育検討協議会資料等の説明についてを議題といたします６

では、この点についても事務局のほうから提出資料の説明をお願いいたしますも

畠事務局の藤井でございますも

それでは、皆様の机の上にお配りしました資料１から６につきまして、私のほうから順次ご

一lO-

○藤井課長補佐



説明させていただきますｂ

まず、資料１、小金井市保育検討協議会設置要綱をごらんください。こちらにつきましては、

第１条で設置に関する規定を定めておりますも小金井市内の保育所の設置主体に応じた保育の

現状分析及び市が設置する保育所の管理運営等のあり方の検討を行い、今後の保育行政につい

て広く意見を聞くため協議会を設置いたしたものでございますｂ

第２条につきましては、所掌事項に関する規定を定めました。本協議会につきましては、１

点目としまして、市内の保育所の設置主体に応じた保育の現状の分析に関する事項、２点目と

して、市が設置する保育所の管理運営の効率化に関する事項、３点目としまして、地域におけ

る子育て支援に関する事項、４点目としまして、その他、協議会が必要と認める事項を協議す

るものとして所掌事項を定めました。

第３条につきましては、委員に関する規定でございます６本協議会の委員は、学識経験者２

人以内、小金井市公立保育園運営協議会の委員を２人以内、民間保育園園長会代表を１人以内、

認証保育所を経営する事業者の代表１人以内、福祉サービス（障がい者（児））事業者を１人

以内、それから、市民、公募の方を３人以内と定めまして、以上１０人以内として市長が協力

を依頼するものといたしました。

第２項につきましては、委員の任期の規定でございますｂ委員の任期は、協力を依頼した日、

つまり本日ということになりますが、本日から平成２７年１２月３１日までとなりますｂ

第３項につきましては、補欠委員の規定を定めました。

第４項は、市民の委員の選考方法は公募とし､応募者の中から論文審査により選考するもの

といたしました。

第４条につきましては、会長及び畠11会長に関する規定でございますｂ協議会に会長を置き、

委員のうちから互選するものとし、協議会を代表し、会務を総理いたしますも

協議会に副会長を置き、公立保育園運営協議会の委員のうちから会長が指名することといた

しました。副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、または会長が欠けてしまったと

きはその職務を代理とする規定でございますｂ

第５条は、招集に関する規定で、協議会は、会長が招集することといたしておりますｂ

第６条は、会議の公開に関する規定です６協議会の会議は、公開といたしますが、公開する

ことが会議の運営に支障があると認められるときは非公開とすることができることを定めまし

た。

第７条は、関係者の出席に関する規定でございますも協議会は、必要に応じて委員以外の者

に対し出席を求め、意見を聴取することができることと定めました。

第８条は、謝礼に関する規定でございまして、こちら予算上、会長は１回当たり１万１，０

００円、その他委員の方には１回当たり１万円という謝礼を設けさせていただきました。

－１１－



第９条につきましては、庶務に関する規定ですｂ協議会の庶務は、子ども家庭部保育課にお

いて処理いたしますも

それから、第１０条は、委任に関する規定でございまして、この要綱に定めるもののほか、

協議会の運営について必要な事項は、協議会の意見を聞き、市長が別に定めるとさせていただ

きました。

最後、附則でございますが、附則としては、この要綱の施行期日等を規定いたしました。

資料１の設置要綱については以上でございますｂ

続きまして、資料２の委員名簿、こちらのほうをごらんください。こちらにつきましては、

各選出区分、氏名、所属を記載しておりますｂ先ほども子ども家庭部長のほうからお話ありま

したが、特にお名前等間違いないということでよろしいでしょう力も

○師岡会長よろしいですか、皆さんｂ

○藤井課長補佐すみませんｂそしたら、委員名簿、資料２のほうは説明これで終わらせていただきまして、

続きまして、資料３の説明に入らせていただきますも

こちら、保育検討協議会設置に係る主要な論点についてでございます６

まず１点目、これまでの経過といたしましては、本年４月に子ども・子育て支援新制度がス

タートいたしました。こうした中、本市におきましても、のびゆくこどもプラン小金井（小金

井市子どもｄ子育て支援事業計画）を策定し、新制度の趣旨を踏まえ、保育行政の維持、向上

に努めているところでございます６

２点目、現状における市の課題でございますｂ

(1)番、待機児童の解消に向けた対応でございます６

現在、待機児童解消は喫緊の課題でございます６本市におきましても、さまざまな施策を推

進し、平成２７年４月１日現在の待機児童数は１６４人ということになってございますｂこれ

は、昨年、平成２６年４月１日現在の待機児童数２５６人と比較すると９３人の減となり、一

定の改善は図られてきているものの､今後も継続して取り組むべき課題と認識してございますｂ

(2)多様なニーズの充足に向けた対応について。

こちら、社会経済情勢の変化によりまして、保育施設に求められる市民ニーズも多様化する

傾向にございますｂ今後、本市においても心身の発達において特別な配慮が必要な子どもや要

保護児童、要支援家庭の支援、また、アレルギーのある子どもたちの保育《休日保育や延長保

育のさらなる延長などを早期に検討しなければならないと感じておりますｂまた、国が掲げる

全ての子育て家庭への支援も急務となってございますｂ

(3)市が保有する保育施設の維持・管理に向けた対応でございますも

現在、小金井市内の公立保育園は５園ございますが、けやき保育園を除く４園につきまして

は、いずれも昭和４３年から昭和４８年ごろまでの間に開設されておりまして、既に耐震補強

－１２－



エ事は完了しているものの、経年劣化による老朽化が顕著でございまして、保育施設の維持管

理は重要な課題でございますｂしかしながら、公立保育所の運営費の全ては交付税による一般

財源化されたことに伴いまして、地方自治体が施設整備等を行う場合には多額の財政支出を伴

うこととなってございますｂ今後は他の手法による財源確保なども検討の上、老朽化した保育

施設の維持管理に係る対応を急ぐ必要があると認識してございます６

１枚おめくりいただきまして、３，公立保育所の果たしていくべき役割ですｂ

認可保育所は、児童福祉法の第３５条に基づく児童福祉施設であり、公立、私立ともに国の

定める基準を満たして設置され､保育内容についても厚生労働省が定める保育所保育指針に準

拠して行われていることから、園独自の取り組みに若干の違いはあるものの、保育内容につい

て大きな違いは見られないと．このため、民にできるものは民にという考え方のもと、公立保

育園に求められる役割は、以下のとおり大別されるものと考えてございまして、(1)番、行政機

関として役割、(2)として、地域子育て支援の拠点としての役割、(3)保育施設の拠点としての役

割、以上３点を大きく考えているものでございますｂ

それから、４点目、運営方式の見直しについてでございますｂ

ただいま申し上げました課題を解決しつつ、公立保育所として果たしていくべき役割を果た

し、民間園、公立園の特徴を生かしながら、現状の保育サービス並びに保育の質の維持、向上

を図り、全ての子どもたちに向けた保育施策を展開するため、保育検討協議会を設置して今後

の保育のあり方を検討いたしてまいりたいと思っておりますｂ

それから、５点目の検討スケジュール案でございますが、こちらに記載してありますとおり、

第１回目から第８回での開催を想定しておりまして、本日は第１回目、６月下旬に開催させて

いただきました。いずれもこの表にあるとおり、１２月上旬まで全８回、タイトなスケジュー

ルでありますが、このような進行スケジュールで開催していくものと考えてございますｂ

それから、続きまして、資料４のほうをお開きください。こちらが小金井市保育検討協議会

資料（その１）といたしまして、さまざまなデータを一覧にさせていただきました。

１枚おめくりください。こちら、入所待機児童数の推移でございますｂ

こちらの表につきましては、平成１９年度から平成２７年度までの各年度、４月１日現在に

おける待機児童数のデータを一覧にいたしたものでございます６本市の待機児童数は、平成２

６年度が２５７人でしたが、平成２７年度については１６４人と前年度対比でマイナス９３人

となったところでございます６本事業計画に定めた平成２８年度における待機児童数はさらに

減って３８人を計画しており、翌平成２９年度には一定解消される見込みで現在進めておると

ころでございますｂ

それから、次のページに行かせていただきまして、女性就業者の推移と家族類型でございま

すｂ上段の本市における女性就業者につきましては、こちら昭和５０年では約１万３，０００
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●

人でございましたが、平成７年に２万人を超えてから緩やかに増加傾向を示してございますｂ

このことからも、女性の社会進出が進んでいると推測されます６

次に、下段の家族類型でございま-ｳが、ここで注目したいところは、この２０年間で夫婦の

みの世帯の割合が７．１％上昇し、逆に夫婦と子ども世帯、こちらの割合が６．２％減ってい

るという状況になってございますｂ

それから、また１枚おめくりください６一般会計決算、それから、経常収支比率、実質公債

費比率の推移でございますｂ上段の本市における一般会計決算額の推移でございますが、毎年

約４００億円前後で推移しているという状況になってございますｂ

それから、中段の経常収支比率、これはいわゆるひもつきでない収入に対しまして必要な支

出がどれぐらいあるかをあらわした指標でございまして、割合が高いほど自由に使える予算が

少ないということになってございますが、こちらの推移を見ますと、特に平成２５年度の決算

においては、人件費の大幅な減に伴いまして、前年度、平成２４年度の９９％より９６．７％

となっており、若干改善されておる状況がございますｂ

それから、一番最後の下段の実質公債費比率でございますが、これは支出に対する借入金の

返済額の割合を示したものでございまして、こちらの推移については、近年は順調に比率を下

げてございまして、ここで見る限りでは財政状況は健全段階にあるということが見てとれますｂ

それから、また、隣のページに移らせていただきまして、職員数と職員１人当たりの市民数

の推移でございますｂこちら、上段、職員数の推移では、この１０年間に１２４人の職員が減

となっておりますか

それから、下段の職員１人当たり市民数につきましては、今申し上げましたとおり、職員数

の減に伴いまして、この１０年間で１人当たりの市民の方を見る数字が３５人増えているとい

う状況になってございますｂ

資料５をごらんください。この資料は、先日皆様に事前配付したのびゆくこどもプラン小金

井という冊子ございましたが、そちらに記載されているデータ等のうち、本検討協議会に必要

と思われる図や表を抜粋したものでございますも

それでは、表紙を１枚めくっていただきまして、１番、市の年齢区分別人口の推移をごらん

ください。このグラフは、国勢調査の数値をグラフ化したものでございまして、小金井市の人

口は平成１２年以降増力噸向となっていることがわかりますも少子高齢化が進行し、年少人口

が平成１２年から平成２２年までの１０年間で約５００人減少し、また、全体に占める割合も

減少傾向にあり、平成２２年度では１１％となっている一方、老年人口は全体に対して１８％

と占めてございますｂ

それから、２点目の、就学前児童人口推移と推計人口の表をごらんください。この表は、の

びゆくこどもプラン小金井の事業計画期間中の児童数について、平成２１年度から平成２５年

－１４－



度の’歳年齢ごとの男女別人口をもとに、コーホート変化率法で推計した数字でございますも

児童人口は事業計画期間の最終年度でございます平成３１年度まで増加傾向にあるものの、５

歳までの児童人口は平成２８年度をピークに減少に転じていくものと見込まれておりますも

それから、次のページに行きまして、３，出生数の状況でございますｂこのグラフは、人口

動態推計、東京都の福祉保健局の数値をもとに作成したものでございまして、小金井市の出生

数は、平成１６年度から１０年間で約１６０人増加してございますｂ合計特殊出生率は全国平

均出生率を下回っておりますｂ平成１７年度の０．９９ポイントから平成２５年度には０．３

ポイント回復しておりますが、現在の人口規模を維持できる２ポイントには至っていないため、

人口減少が進むのは数字からもみてとれることがわかることになってございますｂ

それから、４番目の児童のいる世帯の変化でございますｂこのグラフは、厚生労働省の平成

２５年国民生活基礎調査の概況より作成したもので、児童の有無別に見た世帯構造別世帯数の

構成割合となってございますもこちらのグラフ、過去約４０年間の年次比較を見てみると、平

成２２年で児童のいる世帯は全世帯の２５．３％、平均児童数は１．７人となっており、また、

世帯数の構成割合・平均児童数の年次推移で平成２５年を見ますと、児童が１人いる世帯は全

世帯の１０．９％、２人いる世帯は１０．１％となっており、子どもがいない世帯は全世帯の

約７６％と少子化が進んでいるのがこちらの表から見てとれることになってございますも

また１枚おめくりください。５番目、世帯の状況でございますｂこちらも国勢調査の結果か

らグラフ化したもめでございますｂ小金井市の世帯数はふえ続けておりまして、平成’２年か

らの１０年間で約６，５００世帯増加しておりますｂただし、１世帯当たりの人員は減少し続

け、核家族化が進展しておりますｂ核家族のうち夫婦と子どもの割合が減少し、夫婦のみ、女

親と子どもの割合が増加していることがこの表から見てよくわかりますも

次のページに行きまして、６、就労の状況でございますｂ小金井市の年齢別労働力率を見る

と、男性の２０歳代までの労働力率は約７割で、３０代でも８割台前半、こちら就労支援が必

要な状況と見ることができますｂまた、女性の２０歳代の労働力率が上昇し、３０歳から３４

歳の年齢層で低下する、いわゆるＭ字カーブの落ち込みが大きく、３０代、４０代でその傾向

は低い傾向のままですｂ

従業上の地位別従業者数割合で見ると、男性は正規社員・従業員の割合が最も高く、女性に

つきましては、パート・アルバイト・その他と派遣社員を合わせた非正規雇用の割合は正規社

員・従業員の割合を上回ってございますｂ

次のページをおめくりください。７番目、教育、保育施設の状況でございます６(1)としまし

て、利用児童数の推移ですｂこちら、この表は、小金井市内の認可保育所、私立幼稚園利用児

童数ともに平成１７年から増加傾向にあります６それぞれ１，４００人前後、９００人前後で

推移していますｂなお、認定こども園につきましては、現在市内にまだ設置はございませんｂ
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屯

全体では平成２’年に少し減少しましたが、緩やかな増加傾向をこの表から見ることができま

すｂ

それから、(2罵可保育所の利用状況でございますｂ次のページのグラフを見ていただきます

が、このグラフは定員数、入所者数、３歳未満児の割合で小金井市内の認可保育所への入所者

数は、平成１７年以降増加傾向にあります６３歳未満児の利用割合はこの表から横ばいという

ことがわかりますｂ定員数は平成２６年に１，３９７人まで増加いたしておりますｂ

それから、その下に行きまして、(3認可・認可外保育施設の利用状況でございますｂこの円

グラフは、施設類型別の利用状況で、小金井市内の保育施設利用状況の施設類型型別では、認

可保育所が８２％であるのに対しまして、認証保育所は１６％、保育室や家庭福祉員が２％と

なってございますｂ

続きまして、最後、資料６、こちらの説明に入らせていただきますｂ資料６をごらんくださ

い。こちらは、この資料は、本日の保育検討協議会に関係のある小金井市公立保育園運営協議

会に関する資料をまとめたものでございます６

１枚おめくりください。こちら、小金井市公立保育園運営協議会設置要綱でございまして、

この運営協議会は市立の保育園事業運営のサービス向上に資するため、設置されまして、その

所掌夢頁といたしましては、大きく３点ございます６１点目、公立保育園における保育サービ

スの現状確認及び評価に関する事項、２点目、保護者が求める保育事業（保育ニーズの確認

等）に関する事項、３点目として、協議会の設置目的を達成するために検討が必要な事項とな

っていますｂ

委員の構成につきましては、小金井市公立五園連絡協議会が推薦する公立保育園在園児の保

護者１０人以内、それと市職員より、子ども家庭部長、保育課長、保育課長補佐、及び5人の

公立保育園各園長となっておりまして、現在１８人で組織されてございますｂこちら委員長は

子ども家庭部長と保護者の方の２人の共同委員長という体制をとっておりますｂこの共同委員

長の間におきまして、公立保育園運営協議会の運営方針に関する覚書を交わし、この覚書に基

づき現在まで協議を行ってきたところで、現在もこの覚書につきましては有効であることを確

認しておりますｂ

この運営委員会は、特段の終期を定めておらず、常設ものとなっております６

１枚おめくりいただいて、Ａ４判のちょっと横長の資料になりますが、こちら、小金井市公

立保育園運営協議会の運営方針に関する覚書でございまして、ただいま申し上げましたとおり、

このような覚書に基づきまして現在協議会のほうを進めておるということになっておりますｂ

続きまして、次のページに行かせていただきますｂ公立保育所の役割について（案）でござ

いまして、こちらは平成２６年１１月１８日付で市の職員団体との間で確認した資料でござい

まして、公立保育園運営協議会にも資料提出したものでございますｂ
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○師岡会長

○大塚委員

ノ

１枚おめくりください。横長の資料となってございますが、こちらが公立保育園運営協議会

の２７年度までの工程表となってございまして、こちら本年４月２０日に開催した同運営協議

会で確認したこの公立保育園運営協議会の工程表となってございますｂこの工程表に基づき協

議会を進めておるところでございますｂ

続きまして、最後の資料でございますが、１枚おめくりいただきまして、ちょっと字が小さ

くて読みづらくて大変恐縮でございますが、この資料につきましては、小金井市公立保育園運

営協議会審議経過というものでございまして、こちら平成２５年の１１月１３日に第１回目の

同運営協議会を開催した以降の開催状況を議題、協議内容、資料と一覧にまとめたものでござ

いまして、本日までに２０回開催しているところでございます６

資料６の説明は以上となりますもこれにて資料説明は終わらせていただきますｂ

ありがとうございますｂ

それでは、今、事務局から説明していただきました提出資料、委員の皆様、何かご質疑等ご

ざいますでしょうか、いかがでしょう。

大塚委員、どうぞも

資料の３です力も

それの裏側に検討スケジュール（案）となってますね。８回の行う会議の内容ですかということで、案として

○師岡会長

○大塚委員

出されているんですが、これは一応フリーとかこうしたほうがいいということを今日やるんで

す力も

もちろんこの件に関してご意見があればそれも含めながらスケジュールを改善していくとい

うことはあってよろしいかとは思いますｂただ、タイムスケジュールとしては先ほどの依頼状

にもありましたように任期は１２月までであり、自ずと１２月上旬には最終とりまとめを行う

ということをにらみながらということになろうと思いますけれどｂ

私の意見としましては、これでー 応検討事頁はカバーされていると思うんですけど、ただ、

課題の抽出と検討というところが議論の一応核になると思うんですが、１回目、２回目、きょ

うはこういうことですから、全体のスケジュールも含めたあれでいいと思うんですけども、課

題の抽出っていうのは、２回目からやり始めたほうがいいんではない力もそれで、のびゆくこ

どもプランもいただいてますんで、一応自分なりにそれは読んで勉強して、ある程度のここの

問題をやろうということを前提にしていろいろどういいますかね、自分の意見もまとめてした

ほうが建設的な議論になるんじゃないかというふうに思いましてね。場当たり的よりもなるべ

く半年以内にある程度の方向を出そうという会議のようですから、であれば、早目にそういう

議論に入ったほうがいいんじやないかというふうに私は思いますｂですから、具体的に言えば、

課題の抽出っていうのを１つ前に、次回から入れてしまったほうがいいんではないかというふ

うに思います６．
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○師岡会長

○加藤委員

○師岡会長

○加藤委員

○師岡会長

○加藤委員

○鈴木課長

○加藤委員

○師岡会長

○大塚委員

○師岡会長

○大塚委員

というご意見頂戴いたしましたが、ほかの方々 いかがでしょうか｡今の点でも結構ですし、

それ以外でも結構ですけども

加藤委員、どうぞも

現状の課題３つ挙がってますけど、特に重点的に検討する課題っていうのはおありなんでし

ょうか、この３つ全てを。

今３つとおっしゃってくださっているのは資料３のことでしょう力も

資料３ですｂ資料３の現状における市の課題、(1)､(2)、(3)とありますけれども、これは全て

重さが違う分は、ここが特に検討を多く時間を要するとかっていうのはございますか、どうな

んでしょう力も

事務局のほうからご説明いただけます力も

課題を抽出するにしても、どこの課題多く抽出するかが違ってくると思うんでも

保育課長ですｂ今､加藤委員のほうから資料３の大きな２番目の(1)､(2)､(3)のうちどれ力重

きを置くのかというご質問かと思いますｂまず、待機児童の解消、それから、多様なニーズの

充足、糸僧寺管理というところにつきましては、それぞれ重要だと考えておりますもただ、待機

児童の解消に向けた対応につきましては、のびゆくこどもプラン小金井の中で事業計画を策定

し、平成２９年度に待機児童解消するという形で現在、先ほど大塚委員からもご紹介ありまし

たように､こどもプランの中で位置づけて、ある意味今後の道筋が示されているという状況で

ございますも

それから、多様な保育ニーズの充足に向けた対応にしましても、一定内部で検討等いろいろ

しているところでございま勃X、こちらにつきましては、保育ニーズにつきましてそれほど何，

ていうのかな、議論が進展している状況ではないという状況が内部的にはございますｂ

それから、３番目の施設の糸僧寺管理に向けた対応としましては、先ほども藤井のほうからご

説明ありましたように、市の公立保育園５園のうち１園を除く４園につきましては非常に古い

施設ということから一定の課題となってございますが、内部的には建物の改修等を行う事業計

画的なものは現在持っていないっていう状況がございますｂ

やっぱり重さってなかなか私の口から申し上げにくいところでございますが、２番、３番あ

たりが重いのかなというふうに認識してございます６以上ですｂ

私は特に２番ではないのか｛なと内々 思っていたので、それを確認したかったところですｂ

ほかはいかがでしょうか。

大塚です、よろしいです力も

大塚委員、どうぞも

１番、２番、３番、今のお話ですね、課題の中でのびゆくプランもそのように私は印象持っ

たんですが、ワット・ツー・ドウーですね、何をすべきかと、保育関係でこういうことも、あ
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○師岡会長

あいうこともしなきやいけないっていうことはいっぱい盛られているんですが、ハウ・ツー・

ドウーというかね、どうやってやるのかというところで、やはり３番目のこれだけの多様なニ

ーズに対応するには相当のお金がかかると思うんですよね。その面についての検討というかね、

それをそれだけをここでやるわけじやないにしても、この３つの課題の中では多様なニーズに

どうやって対応するかということは、その手法としていろいろと工夫をしないとそういう原資

が足りないんじやないかと。そういう説明もありますよね、いろんな小金井市の説明の中で、

財政的に非常に厳しい状況で、ほかの審議会でもそういったことも議論されているようですけ

ども、まさにこの３番目は、けやき保育園は新しいのができましたけども、ほかの４園はいず

れ建て替えしなければいけないとか、そのためにはどうも基金のも積み立てもないんですよね、

小金井市I主そういうものをどうするの力も

それと、それもただ積むつたって簡単にできないと思うんですけども、そういうためにはい

ろいろやり方を工夫して財源的に財政的に効率的なやり方ということをやはり考えなければい

けないんじゃない力もこれは私が勝手にそう言っているというよりも、ほかの近隣の市ですよ

ね、近隣の市のほうでいろいろ検討しているのを見ると、やはりすぐにこういう課題を言うの

あれですけども、いわゆる民営化というやつですね、運営主体を、やはり現状のままではなか

なか全部のニーズに対応し切れない、財源的にですね。そのためにはいろいろ国とか都の援助

を受ける方法というのは近隣の市でも既にそういうことが誰でもそういうふうに感ずると思う

んですけども、何ですか、小金井市ではそういった観点からの具体的な議論がどうもこういう

審議会においてもされてないようでして、今回こういう課題がはっきりと提示されましたから、

それはこの場で十分議論をしたほうがいいんではないかというふうに思いますｂですから、そ

の部分をぜひ課題の検討の中に一つの重要課題として入れていただきたいというふうに、入れ

ていただくのがいいんではないかというふうに私は思いますｂ

財源というのは限りがあるものでして、財源がなければできない。財源が多少なくてもシス

テム変更、内容変更でできるもの、こういうのがあるのではないかと思う。だから、財源一辺

倒ではなくて、どこを財源が多少なくても現状を改編することによってこのニーズに応えられ

るかどうか、できないのか、あるいはやっぱり財源が必要なのかっていうような考え方をしな

いとだめだろうと。現状でできること、現状でうまくいってないこと、それはお金ではないこ

ともあるかもしれないっていう考えは持ってますｂそれがまだ見えてこないのではと思ってお

りますも

ありがとうございますｂ

ほかにいかがでしょう力も質問、疑問等でも結構ですも

○三橋副会長じやあ、よろしいです力も

○師岡会長どうぞ、三橋さんｂ
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○三橋副会長

○師岡会長

○三橋副会長

○師岡会長

先ほど市のほうから運営協議会の資料について説明をいただきまして、どうもありがとうご

ざいますｂこの資料なんですけども、運営協議会で２０回議論する中でたくさんある資料の中

で、まだごく最初ということで幾つか会議自体がどういうものかというところをご理解いただ

けるような資料ということで入っているような形になっていますｂ一つだけ違うもので公立保

育園の役割についてという職員団体の資料も入ってますが……。

資料６のことです力も

はい、すみません。資料6入っている資料ですｂ

先ほど大塚委員のほうからも話がありました運営形態の話ですね。こちらのほうも運営協議

会では覚書の冒頭でも書いていますし、あるいは資料として市のほうから示された資料の中で

も、決して、民間委託ないし、場合によっては民間移譲ですね《売却のことも含めた検討とい

うのも視野に入るというふうな話はありました。

ただ、一方で、我々の委員会の中でそれの是非を問うたりとか、あるいは何か結論を出そう

とかっていうことを目的として議論するということはしていませんｂ議論をすること自体を妨

げるもんじやないんですけれども、まずやるべきこととして、現状の分析であり、保育のニー

ズであり、あるいは小金井の保育のあり方っていうのはどうなのかっていうところをきちっと

議論しようというところで協議をしている次第ですｂですので、この場で同じような議論を同

じようにする必要はないとは思うんですけれども、まずはそういったとこをきちんと分析をし

て、何が大事なのかつていうところをきちんと知った上で、それによって必要っていうことが

あれば、そういった結論というのも一つかと思いますが、まずはこの２番、３番という形でお

話がある中で、これ１個１個の中身については我々協議会の中でも議論をしているところでも

ありますし、２番、３番の議論、どちらにしても大塚委員おっしゃられるようなハウ･トウー

の部分ですね、どういうふうにやるかっていうのは最終的に実行する場合には必要なことだと

思いますので、そういった観点でご議論ができればいいんじゃないかというふうに思いますｂ

ありがとうございますｂ

ほかの委員の方々はいかがでしょうか。どうぞ、遠慮なさらず、資料等でちょっとわかりに

くい点、もう少し説明をしてほしいということでも結構だと思いますけども。特にございませ

んでしょう力もよろしいですか。

それでは、今、大塚委員、加藤委員、さらには三橋副会長からもいろいろご意見いただきま

したけれども、資料の１のこの協議会の設置要綱の第１条並びに第２条を見ますと、我々のこ

の協議会は､一体何を求められているかというところが示されていると』思いますｂその点、先

ほども藤井さんのほうから説明していただきましたけれども、大きく３つの柱があるわけです

よね。１つ目は、市内の保育所の設置主体に応じた保育の現状の分析に関する事項、要するに、

現状をしっかりと把握した上で、それを分析することを委ねられているわけですｂその一つの

－２０－



○師岡会長

○八下田委員

○師岡会長

論点として先ほどの資料３が示されているというふうに、まずは理解しておくべきなのだろう

と思いますｂ

しかし、分析は、設置要綱の第２条に戻りますけど、おのずとその次の(2)ないしは(3)につな

がるものだというふうに思いますよね。ちなみに、(2)には市が設置する保育所の管理運営の効

率化に関する事項ということでございますｂ先ほども大塚委員のほうからも効率化という言葉

が、キーワードとして示されましたけれども、恐らくその効率化は財政的な面はもちろんでし

ょうけども、それだけではなくて、まさに内容にかかわる部分もあり、我々としても、おのず

とその点を検討すべきだろうと思いますｂ

そういったことの論点として資料３のほうを見ますと、大きな３番目ないしは４番目のとこ

ろに、公立保育所の果たすべき役割ですとか、運営方式の見直しというとこがございますｂま

さにこれが一番最初に大塚委員おっしゃってくださいましたけれども、今回《そして次回以降

の現状確認つまり第２条の(1)をもちろん確認しつつ、第２、第３へとやはりつなげていくこと

が我々の協議会に求められている役割だというふうには思いますｂですから、そういった見通

しを改めてこの設置要綱に基づきながら皆さんと確認しておければ、第２回目以降もスムーズ

に協議ができるかなというふうに思いますけれども、いかがでしょうか、皆さんｂよろしいで

しようか。

くどいようで-勅§、１条目も見ますと、この協議会は基本的に意見を聞かれてるわけですの

で、そういう意味では、何かこう審議をしながら方向性を定めるということよりも、現在、先

ほどから３で話題になっている市の事業計画、その進捗状況も当然にらみながら、現状を分析

する。当初の見通し通り、うまく進んでいない現状があるやもしれませんので、そのことも踏

まえながら、活発にそれぞれのお立場から意見を言っていただいて、よりよい小金井市の保育

所のあり方というものに貢献できればと思いますｂその点もあわせてこの機会に皆さんと一緒

に協議をしておければと思いますが、いかがでしょうか。よろしいでしょう力も

いかがでしょう、それ以外で議事の４番目である保育検討協議会の資料等の説明について、

特に質問、疑問等はございませんでしょう力も特になければ、これで終了させていただきたい

とは思いますが、いかがでしょうか。

八下田委員、どうそ孟

八下田ですｂ先ほどほかの委員さんから今後の話していく内容について公立保育所の果たし

ていくべき役割とかが論点に入ってまして、要綱のほうにも今後の協議する内容として、管理、

運営の効率化とかあったんですけれども、石黒委員が自己紹介のときにおつしやってくださっ

た保育の質についても現状分析でしっかりしていきたいなと思っておりますので、そのことを

申し上げたく意見出しました。

主要な論点の４番目の２行目から３行目にも現状の保育サービス並びに保育の質の維持、向
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○石原委員

銀

標

綱○
○

○師岡会長

○石原委員

○鈴木課長

脂を剛とありますから、この点は私たちも常に意識していかなければならないことだと思い

ますｂ大事な観点、論点を指摘していただけたと思いますもありがとうございますｂ

何よりも子どもたち、そして、利用する保護者の方たちの幸せにつながるものでないと何の

ために意見を出し協議しているかわかりませんもんね。その本質も忘れないようにいたしまし

ょう。

ほかはいかがでしょうか。

石原委員、どうぞｂ

石原ですもすみません。ちょっと小金井市内の保育行政のことがよくわからずに、教えてい

ただきたいんですけれども、先ほどから出ている公立保育所の果たしていくべき役割というと

ころの資料の中に、民にできるものは民にという考えのもと、公立保育園に求められる役割、

以下のとおりというふうに(1)､(2)、(3)と書いてあるんですけども、この民にできるものは民に

という考えということについてもうちょっと詳しくかみ砕いて、なぜこういう言葉が公立保育

園の果たすべき役割を考えるときに民にできるものは民にという考えが改めて出てくるのか、

というのは、私がやっている仕事は民なんですね、なのでと考えると、公立保育園と民の違い、

求められるものは何かなってちょっと思ったもので、すみません、教えてください。

では、事務局のほうから。

保育課長ですｂ民にできるものは民にという考え方ですけども、市のほうでは行財政改革大

綱という市の基本的な方針にのっとっていますもその中で、本日資料としてお配りしたほうが

よかったのかなという気もするんで-ｳが、公立保育園の見直し、それから、保育料を見直すと

いうのは保育課関連として出ていますｂその中では、行革大綱の中では一応順次民間委託を進

めるという形では書かれているところなんですｂ公立保育園の役割と、それから、民間保育園

で担っていただきたいことという部分について今回の検討協議会の中でご議論いただく中で、

その中の一つとして市として民間の保育所等にお願いできる部分については民間さんのほうに

も役割を担っていただきたいと、そういうことからこういうような民という考え方ということ

でお示ししているところですｂ

石原委員、いかがですか､今のご説明伺って。

そうなると、今現在の公立保育園の特徴的な、今必要とされている役割というものはここに

３点ほど書かれておりますが寸具体的に教えていただけると目指すべき方向がまた見えてくる

のかなと。

公立保育園の役割というのが資料６の束の中に、左肩に資料６２と書いてあるものがござい

ますｂこれは先ほど藤井補佐のほうからご説明した際に、昨年の１１月１８日に職員団体との

協議のところに出した資料ということでご説明をさせていただきました。その時点で公立保育

園としてこういう役割があるのではないかということで書いておりますも公立保育園の特徴、
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特に行政機関として他の機関と連携しやすいとか、それから、在宅の子育て家庭の支援、それ

から、認証保育所､保育室､家庭福祉員、その他の子育て支援関係団体とのネットワーク構築

等々 、公立としてやりやすい部分につきましては果たしていく役割としてあるのかなというふ

うに分析しているところでございますｂ

ｏ師岡会長石原委員、いかがで-勅も

○石原委員わかりました。

○三橋副会長資料６２について、先ほど今公立保育園の役割についてというこの資料なんですけれども、

こちらの資料につきましては、職員団体のほうで議論された上でお出しいただいたんで信勅§、

一方で、我々の公立保育園の運営協議会の中でもかなり議論をいたしました。その中で、例え

ば市保育行政の方向性に沿った保育というのは具体的に何なのかといったところですとか、あ

るいはこれ以外にも、ここに書いてある３つ以外にもいろいろとほかにも役割があるんではな

いかとか、そういったようなご意見が出ていましたので、これにつきましてもまた時間をとっ

てこの場で議論するようなケースがあればいろいろと話をしていきたいかなというふうに思っ

ておりますｂ

ｏ師岡会長ありがとうございますｂ

加藤委員

○加藤委員確認させてください。というのは、この協議会は、そうしますと協議を進めていく中で公立

＝保育園と民間保育園の差異化みたいなものを図っていく形のものが出てくるわけです力も公立

保育園はこうあるべきだみたいな話になるんでしょう力も

要するに、民間と違う公立保育園、民間と違う機能を持つんだとかそういうようなことも検討していくわけで

すか｡保育全般､民間も公立も含めて検討するか､そこはどうなんですも

○師岡会長どうぞ６

○鈴木課長保育課長ですｂ今、加藤委員おっしゃられたように、公立保育園として担いやすい役割を担

うべき内容がやはりあると考えていますb､そういった部分につきましては、ぜひ皆さんでてご

議論いただいて、公立保育園について公立が中心となってという言い方が適当かわからないの

ですけども、そういった点についてもご議論いただければと思いますｂ

○師岡会長よろしいです力も

○加藤委員はい。

○石黒委員すみませんｂ

○師岡会長石黒委員、どう召

○石黒委員次回も現状確認というところで、実際に保育園の利用されている保護者の方の例えば意見と

か要望とかのもしアンケートとか、そういうものが数年間でもあればですが、そういうものも

参考資料として提示していただければいいのではないかなと思ったんですけれども。
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○師岡会長

○鈴木課長

○師岡会長

○石黒委員

○師岡会長

○三橋副会長

○石黒委員

○師岡会長

○長岡委員

○師岡会長

○鈴木課長

○師岡会長

○鈴木課長

保育課長、どうです力も

まず､公立保育園の保護者の会､毎年､五園連さんという団体なんですけども、そちらのほ

うでアンケート調査をとっており、それから、昨年､公立保育園運営協議会の中で公立保育園

の保護者の方を対象にアンケートをとっているところでありますｂそちらにつきましては、公

立保育園運営協議会の委員長の三橋さんとご相談させていただいて、資料提出等は可能と考え

ていますも

それから、のびゆくこどもプラン小金井の策定に当たりまして、昨年、平成２５年度の末に

ニーズ調査を行っておりますｂこちらは公立保育園の保護者の方対象ではないんですけども、

ニーズ調査を行っていますｂそちらについては次回資料として提出させていただきたいと思い

ますも

石黒委員、よろしいで-ｳｳｳも

はい。

ありがとうございますｂ

ぜひ資料は提出したいな思いますので、ご覧いただければありがたいですｂ

ありがとうございますｂ

ほかはいかがでしょうか。

長岡委員、どうぞも

質問させていただきたいんですけれども、民間保育園の保育園だけではなくて、民間どこで

もそうだと思うんですけれども、中長期計画の中で、例えば改築工事の計画が今のところない

と力、基金の積み立てがないということは到底ちょっと考えられないことなんですね。なぜそ

ういう事態になっているのかというところをぜひもう少し詳しくお聞かせいただきたいですし、

この協議会を開催しなければならない本当に腹を割ったといいますかくそういうところをもう

少し具体的に知ることで１２月までの会議がさらにもっとより深いものになっていくんじゃな

いかなっていうふうに感じていますので、次回、そのあたりもう少し資料をお見せいただけた

らありがたいと思っていますｂ

どうでしょう、いかがでしょう力も

保育課長ですｂ

鈴木さんｂ

まず、基金の積み立て、それから、改築予定についてですｂ

基金につきましては、いわゆる保育園に関連する改築のための基金というのを市は持ってお

りません。さまざま基金あるところですけども、例えばごみの収集の袋ありますね、あちら有

料化、処理手数料の袋ですけども、処理手数料の２５％を環境基金に積み立て《施設整備であ

ったり環境保全に使うという目的を持ってやっている部分もあるんですけども、公立保育園の
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○三橋副会長

○師岡会長

○三橋副会長

○師岡会長

○鈴木課長

○三橋副会長

○師岡会長

○三橋副会長

建てかえに当たっての基金というのは財政状況と力含めてなかなか市にその余裕がないという

こともあり、ないところでありますｂ

それから、改築の関係ですね、老朽化して、本来であれば長岡委員おつしやられるように、

中長期的な施設の改修計画等を市のほうで持つべきであると思いますが、現時点で大変申しわ

けございません、そこまで至っていないところがございます６長期計画であったり、あと、財

政計画であったり、そういう中にも実にそのところ、入っていないというのが現状でありますｂ

公共施設全般については、ちょっと所管が違ってくるんですけども、平成２４年度に施設白

書というのをつくりまして、施設白書の中でさまざまな市の公共施設の状況を確認し、今後の

あり方について公共施設マネジメントという形で考えていくという方向性が出ているところで

すが、現時点で具体的な年次計画等をお示しできる段階ではないということでコンセプトにさ

せていただきたいと思いますｂ

それから、腹を割ったお話でございますが、もう既に腹を割ってお話をさせていただいてい

るとご理解をいただきたいと思いますも

何か参考になる資料等ありましたら、次回調整してお出ししたいと思いますｂ

よろしいですか。

どう石

すみませんｂ今の鈴木課長のお話の中で、事業計画を持ってないといったところはそのとお

りだと思うんですけども、では、逆に今けやき保育園以外の４園がどの程度の耐用年数を実際

使えるのかといったところですか、耐震工事を終えていますﾌｳﾖ、平均的に大体何年ぐらい使え

るの力もそれがたしか施設白書の中で具体的に年数等は出てきてないと思いますけれども、一

方でまだそういった議論の段階ではないというような理解をしていますｂつまり、施設白書の

中では、小金井保育園だけ若干表現が違ったと理解しておりますが、特に当面すぐに対応が必

要という整理ではなかったと認識をしていま司姉、その点を含め、具体的に原課としてどうい

った状況なのかということをお示しいただければと思いますも

課長｡

ちょっとすみません、今、施設白書を持ってきておらず、内部の検討が必要と考えますので、

次回資料として出したいと思いますｂ

よろしくお願いしますｂ

いかがでしょう。次回に向けて、より具体的ないろいろ資料のご要望はあります力もより具

体的に現状確認、分析するためにも、ほかにさらにこういったものも必要だというようなこと

がありましたら、遠慮なくおっしゃってください。

連続で恐縮なんですけども、先ほど加藤委員の関連で、公立保育園と民間保育園の差異化で

すとか､;あるいは、石原委員のほうからも民と公の役割的な等の話があったと思うんですね。
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○佐久間部長

○師岡会長

ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｉ

○師岡会長

それにつきましては、やはり現状の待機児童の状況ですとか、実際に今小金井市の状況を踏ま

えて、本当に差異化がどこまで必要なのかとか、あるいは他市とか近隣市とかの状況含めまし

て、ぜひ我々のほうもそういったことを勉強したいなと思っておりますので、いろいろとご意

見いただけたら今後ありがたいなと思いますｂ

よろしいでしょう力も

それでは、議事の４番について、途中でもちょっと中締め的な発言をさせていただきました

けども、改めてこの協議会の協議すべき事項、設置要綱に基づきながら改めて皆様と確認、共

有できたと思いますｂ次回は小金井市の保育、子育ての現状確認ということでありますが、要

綱に基づけば、単に確認だけではなくて、やはり分析をするということが求められていますし、

そのために保護者のアンケートも一つの例ですけれども、具体的に新たな資料の要望も示され

ました。保育課のほうもそれに応えてくださるということですので、次回はそれに基づきなが

ら、より細かな観点から具体的に現状を分析していきましょう。そして、最初に大塚委員から

もございましたように、課題の抽出からこの協議会に対し具体的に意見を多分求められている

であろう保育所の管理運営に対する効率化などを考えていく。その際保育所とは公立というこ

とがとりあえずは視野に入るんでしょうけども、公立の役割を考えていくことは、おのずと、

民間の役割を考えるとという方向性も出てくるやもしれません。そういったことも視野に入れ

ながらの意見と、さらには地域における子育て支援等の拠点としての役割なども考えていくこ

とになるでしょう。しかし、議論のベースとして、常に保育の質の維持向上というものを、や

はり私たち意識しておかなきゃいけないという点も、八下田委員からのご発言で示されたとい

うふうに思いますので、そのことを含みながら次回への協議会へとつなげていきたいというふ

うに思いますが、いかがでしょう。よろしいでしょうか。

では、以上で議事の４番目、保育検討協議会資料等の説明については終了といたします６

次に、議事の５番目、次回日程の確認を議事といたしますけれども、ここで若干休憩をさせ

ていただきたいと思います６

体憩

それでは次回の日程は７月２３日木曜日、午後７時半からと決定いたしますｂよろしいで

しょう力も

場所が変わる可能性もありますので､すみませんが、追ってお知らせを差し上げますので、

ご了承いただきたいと思いますｂよろしくお願いいたしますｂ

ｆまたご案内ください。

以上で本日の日程全て終了いたしました。会議を閉じ、散会いたしますｂどうもお疲れさま

○師岡会長

でした｡

閉会
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